
1415 2017／3月号
広報 かねやま

2017／3月号
広報 かねやま

金山町の人口は、5,825人
１月末現在

男性　2,818人（＋１）
女性　3,007人（－３）
世帯数　1,784世帯
●出生／４人　●死亡／７人
●転入／６人　●転出／５人▶１月の異動

役
場
の
各
事
務
所
が

　
　
　
　
　
元
の
場
所
に
戻
り
ま
す
！

　
役
場
庁
舎
の
耐
震
工
事
に
伴
う
事
務
室
移
転

等
に
よ
り
、住
民
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
不
便
・

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、ご
理
解
・

ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
次
の
予
定
で

事
務
室
が
元
の
場
所
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
環
境
整
備
課

　

３
月
６
日
（
月
）
か
ら

　
（
３
階
図
書
室
等　
↓　

１
階
へ
）

■
健
康
福
祉
課

　

３
月
27
日
（
月
）
か
ら

　
（
２
階
町
民
ホ
ー
ル　
↓　

１
階
へ
）

■
町
民
税
務
課

　

３
月
27
日
（
月
）
か
ら

　
（
２
階
町
民
ホ
ー
ル　
↓　

１
階
へ
）

※
右
記
日
程
は
予
定
で
す
。
ご
来
庁
の
方
は
、

案
内
表
示
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課　
総
務
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経
ち
ま
す

　
今
年
の
３
月
11
日
を
も
っ
て
東
日
本
大
震
災

か
ら
満
６
年
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
を
偲
び
、
当
時
の
震
災
発
生
時
刻

11
日
「
午
後
２
時
46
分
18
秒
」
に
合
わ
せ
て
黙

祷
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
の
行
政
放
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
黙
祷
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
・
町
民
税
務
課

平
成
28
年
度
職
員
研
修
報
告
会

■
日
時　
３
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所　
役
場
大
会
議
室
（
新
庁
舎
３
階
）

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課　
総
務
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

金
山
町
水
資
源
保
全
地
域
に
係
る
指
定
予
定

地
域
の
告
示・区
域
図
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
水
資
源
を
保
全
す
る
た
め
、
県
は
土
地
取
引

等
や
開
発
行
為
の
事
前
届
出
が
必
要
な
民
有
林

の
区
域
を
水
資
源
保
全
地
域
に
指
定
す
る
予
定

で
す
。
左
記
の
場
所
・
期
間
に
お
い
て
、
区
域

図
を
縦
覧
し
ま
す
。
ま
た
期
間
中
、
住
民
の
方

及
び
利
害
関
係
者
は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
場
所　
県
庁
環
境
企
画
課
、
最
上
総
合
支
庁

環
境
課
、
金
山
町
総
務
課

■
期
間　
３
月
10
日
（
金
）
ま
で

問　
山
形
県
環
境
企
画
課

　
　
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
１
６
１

【
入
団
者
募
集
】町
の
消
防
団
へ
！

　
消
防
団
は
、
火
災
や
災
害
発
生
時
の
消
火
活

動
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
も
地
域
の
た
め
に

色
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
に
は
町

民
の
皆
さ
ん
の
チ
カ
ラ
が
必
要
で
す
。
消
防
団

に
入
っ
て
い
な
い
あ
な
た
も
、
消
防
団
で
活
躍

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
団
を
大
歓
迎

し
ま
す
。

問　
町
民
税
務
課　
く
ら
し
安
全
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

健
康
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
！

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
山
形

支
部
の
健
康
保
険
料
率
を
、
平
成
29
年
３
月
分

（
４
月
納
付
分
）
よ
り
現
行
の
10
．
０
０
％
か

ら
９
．
９
９
％
に
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
．

５
８
％
か
ら
１
．
６
５
％
に
改
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
の
保

険
料
率
は
、
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
を
合

わ
せ
て
11
．
６
４
％
に
な
り
ま
す
。

問　
全
国
健
康
保
険
協
会　
山
形
支
部

　
　
☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
２
２
６

放
送
大
学
４
月
生
募
集
！

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
正
規
の
大
学
で
す
。

資
料
請
求
は
無
料
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
出
願
締
切　
３
月
20
日
（
月
）

問　
放
送
大
学　
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６

農
林
大
学
校「
研
修
生
」募
集
！

■
コ
ー
ス　
新
規
就
農
支
援
研
修
、
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
研
修

■
研
修
期
間　
平
成
29
年
４
月
か
ら
１
年
間

■
募
集
人
員　
新
規
就
農
50
名
、新
分
野
導
入
・

農
産
加
工
20
名

■
研
修
先　
農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
、
先
進

農
業
経
営
者
、
農
林
大
学
校
等

■
受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
・
傷
害

保
険
・
宿
泊
等
の
必
要
経
費
は
自
己
負
担
）

問　
県
立
農
林
大
学
校　
研
修
部

　
　
☎
２
２

－

８
７
９
４

お
知
ら
せ
掲
示
板

お
知
ら
せ
掲
示
板

編
集

 

後
記

▼
３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
金

山
で
も
多
く
の
方
が
、
こ
の
春

卒
業
を
迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

筆
者
も
こ
の
時
期
が
来
る
と
、
恩
師
か
ら

教
わ
っ
た
あ
る
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

▼〝
疾
風
に
勁
草
を
知
る
〞こ
れ
は
、
激
し

い
風
が
吹
い
て
初
め
て
丈
夫
な
草
が
見
分

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
苦
難
に
あ
っ
て
初

め
て
、
そ
の
人
の
意
志
の
強
さ
や
節
操
の

堅
さ
が
分
か
る
と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
。

卒
業
は
言
い
換
え
れ
ば
新
た
な
ス
タ
ー
ト

で
す
。
学
校
や
職
場
な
ど
、
新
た
な
環
境

に
気
持
ち
が
高
揚
す
る
一
方
で
、
慣
れ
な

い
こ
と
の
連
続
に
苦
労
も
多
い
は
ず
。
そ

ん
な
時
は
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
気
持
ち
ひ
と
つ
で
物
事
は
う
ま

く
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。（
う
ま
）

け
い
そ
う

　「農業委員会等に関する法律」の改正により、平成29年７月20日から農業委員会の委員体制が
変わるため、農業委員と農地利用最適化推進委員の公募（自薦・他薦）を行います。

農業委員と農地利用最適化推進委員を公募します

◇募 集 期 間　３月21日（火）～４月13日（木）
◇応 募 方 法　所定の推薦・応募用紙に記入の上、役場農業委員会事務局へ直接または郵送で提出

してください。（ただし、４月13日（木）必着）
募集要項と推薦・応募用紙は、農業委員会事務局に準備しております。町ホームペ
ージからもダウンロードできます。

◇委員の身分　町の非常勤特別職です。
◇委員の任期　平成29年７月20日～平成32年７月19日（３年間）
◇情報の公表　募集期間の中間及び終了後に、町ホームページと掲示場で応募内容の一部を公表し

ます。
◇そ　の　他　候補者評価委員会において必要と認めた場合、候補者の面接を行うことがあります。
　　　　　　　両方の委員に申込み可能ですが、兼務はできません。

問・応募　金山町農業委員会事務局　☎５２－２１１１（内線４０９）

○農業に識見を有し、農業委員会総会で
の審議や農地等の利用の最適化の推進
（農地集積・集約、遊休農地発生防止対
策、新規参入の促進等）など、農業委
員会の業務を適切に行うことができる方

○平日日中の会議、研修及び農業委員会
活動に出席できる方
○満20歳以上の方

【選任の要件】
○認定農業者が農業委員の過半数を占め
るようにすること
○農業委員会の所掌に属する事項に関し
利害関係を有しない者が含まれること
○農業委員の年齢、性別に著しい偏りが
生じないよう配慮すること

会　　長　基本給　３１０，０００円
　　　　　能率給　予算の範囲内で町長が定める額
委　　員　基本給　２３０，０００円
　　　　　能率給　予算の範囲内で町長が定める額

基本給　１６１，０００円
能率給　予算の範囲内で町長が定める額

○農業委員会総会への出席
○各種会議・研修会への参加
○農地に関する許認可の審査、農地利用
集積計画の決定
○農地利用最適化推進委員との協力・連
携

○農地利用の最適化の推進に熱意と識見
を有する方
○平日日中の会議、研修及び農業委員会
活動に出席できる方
○満20歳以上の方

１区…十日町、羽場、七日町、内町、魚清水、
飛森、荒屋、三枝

２区…下野明、楢台、片貝、安沢、田茂沢、
蒲沢、山崎、上台

３区…朴山、板橋、長野、谷口
４区…稲沢、宮、柳原、下向、入有屋、杉沢、

外沢、上中田、下中田、小蝉、漆野

○人・農地プラン等、地域の農業者との
話し合いの推進
○農地の出し手・受け手へ積極的に働き
かけ、担い手への農地集積を推進
○耕作放棄地・遊休農地の発生防止を推
進
○農業委員との協力・連携

農業委員募集委員

応募資格

募集人員

報酬（年額）

主な業務

農地利用最適化推進委員

８人 ４人（下記区域ごとに１人）


